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1. はじめに

の で している は に する

満を えています。「他の人の が っているの

に 物を取りに ない」「他の人が をしていて

いつ が るか からない」 。そこで た は

それらの を するために 理アプリ

WashBoardを開発しました。

2. WashBoard

WashBoard は 内の 機の を 理し

の の を させるアプリ ーションで

す。システム構成図を図 1に示します。 機のコ

ン ント 分に bluetooth機能の付いたワットチ ッ

カーを し 機の を 認します。

は に された RaspberryPiに され

RaspberryPi から LAN を通して ー に され

ます。

図 1  WashBoardのシステム構成図

ユーザは自身のスマ を使って WashBoardを し

ます。 画面例を図 2に示します。ま 内の

いている 機を探します。その後ユーザは使 する

機に る QR コードを を開 しま

す。また 開 時に前のユーザの 物の取り し

が った場合は 前の使 に通 します。 が

ると自動でユーザのスマ に の通 が

きます。ユーザは 物を したの に 物

タンを します。 が り 時 っても

物 タンが されなかった場合は 物

と なし ユーザに通 します。

図 2  WashBoardの 画面例

3. WashBoard 機能

機能 能

へのアン ートで いつ 機が いているか

からないというものが りました。この機能ではそ

れ れの などで り分けしどこの の 機

が使えるかを 分かりやすくするために作られました。

また に り機能で自分のよく使う 機を登録し

て くことができ の大きな でも使うことがで

きます。

機能 機能

自分が 物をする に 前に使った人が 物

取り れが った場合に取り れを報 することがで

きます。報 するとその 機の 前の使 に取り

れが通 されます。これによって すると や

物などを くすという を することができま

す。

4. まとめ

た が開発した WashBoardを使 することにより

は に を うことが 能となり

が します。また本システムは の だけ

でなく 多 が 機を共 する や

テルなどでも することが 能です。
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・提出された原稿をそのまま印刷しています。

1 わんもあ
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